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備えあれば憂いなし

西ユニット計画作作成者 越智 美保両参りで〇〇と両想い？！

行事やイベント、

ホットな話題をお伝えします！アンダン
テ

書初め

年間を通して季節感のある行事を行っていますが、日々

の生活において昔ながらの風習も大切にしています。

「今日はゆず湯です

よ♪」と声掛け、目

の見えにくいご利用

者様でしたが、「ホン

トじゃ香りがええ」と

柚子を手に取って匂

いを確かめておられ

ました。

ゆず
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初詣！
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だくため
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（冬至

）
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ば

季節
感を
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って

お節料理

今年の豊富

は？と聞い

て選ばれた

文字は・・

「平和」

お雑煮

普段PHSやスマホでの電話で業務連絡を行っている場合は、大規模災害の際は回線の混雑により電話がつながりにくい

状況になり、加えて、1対1での連絡では情報共有に時間がかかり、事業の継続が困難になることが東日本大震災以降の

災害で報告されています。そういった状況に陥っても介護事業を継続させるために有効な「災害時に強い通信手段」対策

を講じることが、業務継続計画（BCP）に盛り込まれており、アンダンテでは以下の通信手段を対策としています。

災害発生時の通信手段について

パケット通信方式の電子メールは電話に比べて、大幅につながりやすいとされています。

ご家族様におかれまして、メールアドレスの登録をご希望される場合は、いつでもお申し出ください。

立春も過ぎ暦の上では春となりましたが、ご家族の皆様いかがお過ごしでしょうか。アンダンテでは

昨年末から今月にかけてクリスマス会では職員が仮装したり、お正月には近くの神社に初詣に行き、

また先日の節分の日には恵方巻きを作り皆で食べ、職員が鬼に扮し豆撒きを行ったりと色んなイベ

ントを楽しんで過ごしました。新型コロナやインフルエンザなどの感染症もまだまだ流行っていますが、

今年は暖かくなったら外出イベントなどもできればいいねと利用者様とも話をしながら日々期待に胸

を膨らませています。

話は変わりますが、新年早々の元旦当日に能登半島で最大震度7の大地震が発生しました。

ニュースなどで被災された方々の姿を見るにつれ胸が痛むと同時に、近い将来起こると言われてい

る南海トラフ巨大地震に恐怖感を抱きます。私の生まれ育った高知県は南海トラフ巨大地震で場所

によっては最大30ｍの津波が予想されるなど大きな被害を受ける想定がなされ、毎日テレビなどで

地震が起きたらどうすべきかなどの情報が流れており、子供の頃からすごく身近に地震の恐怖を感

じていましたが愛媛県に越してきてからはテレビなどで見かけることも減り、その恐怖も少し遠くなっ

ていました。今回の能登半島地震を目にしやはり他人事ではないのだと実感し、災害時の備えの準

備など今一度気を引き締めなければと感じました。

アンダンテでも来年度よりBCP（事業継続計画）を作成し、災害が起きた時でも

利用者様の安全を守り安心して生活を続けていけるよう、準備をし訓練なども行っ

ていきます。準備を行っていくうえでご家族様にご協力願うこともあるかと思います

が、その際にはどうぞよろしくお願いいたします。

先日、父親の定年と誕生日のお祝いを兼ねて両親と島根へ旅行に行ってきました。出雲大社のだい

こく様と美保神社のえびす様は親子の神様で、『愛と信頼でつながる神様』というので両参りをするの

を楽しみにしていました。出雲大社のお詣りを終え、私と同じ漢字をつかった名前の神社『美保神社』

へ、とてもご縁を感じながら参拝しました。その日は初えびすのタイミングで50人に『金の鯛のお守り』

が授与されるとのこと。新年初の運試し！みくじをもらって授与者の発表を待っていると450人以上い

た中に父親の番号を発見！旅行を企画してよかったと思うと同時に、嬉しそうな父親の

顔をみて、とても良いお祝いになりました。

アンダンテに勤め始め12年たちました。たくさんのご縁や経験に恵まれ支えられた

12年だと思っています。2024年も皆様とのご縁を大切にしながら業務に邁進していき

ます。本年もよろしくお願いいたします。

恵方巻き

大晦
日

年始

「何をお願いしましたか？」との問

いかけに、「家族、皆の幸を祈った

のよ」と笑顔で答えられました。

節分

「巻き寿司・・昔はたくさん巻

いていたんよ」と思い出話を

されながら上手に巻いてくだ

さいました。

季節の移り変わりを実感したり、過去の思い出を振り返ったりすることで、ご利用者様自身

の心が安定し、生き生きとした生活を送っていただくことにつながります。

これからも、職員はもちろん支えてくださる皆様と一緒に季節を感じ、伝えて行きましょう！

通信手段：携帯SNS(職員間)⇒携帯ﾒｰﾙ(ご家族様)⇒伝言ﾀﾞｲﾔﾙ(171)

※災害時にはアンダンテのホームページにて、ホームの状況を掲載


